
H
os

p
ita

l
3

H
os

p
ita

l
4

N
H

O
 N

E
W

  W
A

V
E

 2
01

8 
S

p
rin

g

N
H

O
 N

E
W

  W
A

V
E

 2
01

8 
S

p
rin

g

　当院は障害児（者）医療、血液・免疫医療、
長寿医療を中心とした専門医療に取り組んでいま
す。特色としては、在宅医療支援をしていること
です。
　平成21年より、訪問医療・訪問看護を開始。
平成27年に立ち上げた訪問看護ステーション「ア
イリス」では、病気や障害があり、家庭で療養し
ながら生活されている方に、生活の質を重視した
サポートを実施しています。看護師が訪問看護に
出向くので、コミュニケーションが取りやすく、情
報共有もでき、患者さんのケアや診療の管理を安
心して行うことができます。
　オーストラリアでは地域の病院が、在宅患者用
の病床を持ち、入院治療後、回復すれば自宅に
戻り、看護師が訪問してケアを行いますが、それ
と同じかたちのものが当院の在宅医療療養病床
です。退院後は入院患者を診た看護師が、訪
問看護に行きますので、安心して療養できるので
はないでしょうか。
　もう1つ、在宅医療を支えるのが「医療介護連
携支援クラウドシステム」です。地区の医師会が
提供している「カナミックネットワーク」というシステ
ムを使っているのですが、医療スタッフのみなら
ず、家族も含めて関係者全員が情報共有できま
す。
　実は、我々は直接、介護事業に携わることは
できません。そこで、提携在宅介護支援事業所
というのをつくりました。呼んだらすぐに提携してい

　あわら市は福井県の北端に位置し、福井平野
から加越台地にかけて広がる市。また、病院の
付近一体は、越前加賀海岸国定公園に指定され
ており、眼下には日本海と並ぶように南北に細長く
伸びる北潟湖が広がり、自然に恵まれた立地だ。
夏は気温が高く、日照時間も長いが、冬は曇りの
日が多く、雪も多い。ただ、嶺南は対馬海岸の影
響を受けて冬でも比較的暖かいという。
　あわら温泉駅前には無料の足湯、「芦湯」が
ある。「これで無料？」と思うほど立派な建物で、
無料駐車場もある。隣には湯けむり横丁という屋
台村があり、夜は提灯に灯りがともっていい感じ

るケアマネジャーが病院に来てくれます。これによ
り手続きなどのアプローチが格段とよくなりました。
　もう1点、これはがん医療になりますが、将来
的にやりたいのは在宅輸血です。訪問看護で在
宅輸血をすでに実施している施設もあるようです
が、一部の血液腫瘍は週に1回輸血が必要です
し、当院でもそういう方に在宅輸血のサービスが
提供できるようになればという思いがあります。
　そういったことも含め、可能な限り地域の方に
良質で、適切な価格で、効率的な医療を提供し
て、皆さんに喜んでもらえるような病院にしたいと
思っています。その中には当院の職員も含まれま
す。私たちが仕事をすることで、皆さんに喜んで
いただき、やりがいや喜びを感じられる施設をつ
くっていきたいというのが、私の一番の願いです。
　最近、若い先生によく言っていることは、患者
さんの懐の中に入って診療してほしいということで
す。地域の特徴として、人と人、患者さんと医者
の結びつきはかなり強いです。それは地域に密着
した医療の特徴ではないかと感じています。そう
いう医療を経験するのは、昔のいわゆる診療所
だと思いますが、一般的な診療所で看取りまで行
うのが難しい時代になってきました。今後は新しい
関係の中から、質の高い、地域に密着した医療
というものを教えられる、あるいは経験していただ
けるような体制を提供していきたいと考えていま
す。若い先生方にも是非、それを勉強していた
だければと思います。

Hospital 病院クローズアップ

あわら病院
国立病院機構

■ 所在地
福井県あわら市北潟238-1
http://www.awara-hosp.jp/

■ 病床数
172床

■ 診療科目
内科／リウマチ科／循環器内科／血液・腫瘍内科／老年内科／神経内
科／小児科／外科／皮膚科／整形外科／眼科／放射線科／研究検査科

■ 研修の特色
力を入れている領域は、医療過疎地診療所としての在宅医療、嚥下機能評
価とリハビリテーション、延命治療やがん終末期の意思決定支援です。ま
た、重症心身障害児（者）・血液腫瘍・神経難病・長寿医療のセーフティネ
ット症例、地域医療機関からのcommon disease症例、「地域包括ケア病
床」を利用した高次医療機関からの紹介など、多彩な症例が経験できます。

あわら病院　ＤＡＴＡ

在宅医療支援をスムーズに行い、
地域に密着した診療を最期まで行う

海と山、温泉などに恵まれ、自然が満喫できて海の幸も楽しめる街
あわら病院のある街

だ。近くにある「だるまや菓舗」というお土産屋は、
芋きんつばなどの地元の名物だけでなく、フルーツ
が入った最中など、オリジナルのお菓子や懐かし
い駄菓子などもある。一度、のぞいてみるのも楽
しそうだ。
　福井県を代表するスポットとして有名なのが「福
井県立恐竜博物館」だ。多くの恐竜の化石を発
見してきたことから、平成12年に日本で初めて恐
竜の展示を中心とした博物館として誕生。40体以
上の恐竜の全身骨格があり、見ごたえ満点。ま
た、恐竜の森を再現した大型ジオラマもあり、恐
竜好きにはたまらない空間となっている。

院長PROFILE
津谷　寛（つたに・ひろし）
1981年三重大学医学部卒業。
1986年福井医科大学（現・福井大学）附属病院第一内科助手、
1993年米国アルゴン国立研究所細胞工学センター研究員（非常
勤）、1995年福井医科大学附属病院第一内科講師を経て、2003年
国立療養所北潟病院（現・国立病院機構あわら病院）院長に就任。

　当院の特色は、各診療科をセンター化し、診
療科の枠を超えた連携をしながら垣根のない診療
を行っていることです。2001年設立の「地域医
療研修センター」は講演や研修のための最新設
備を備え、職員や地域医師の生涯教育の場とし
て活用しています。2004年には急患センターを併
設。24時間切れ目のない医療を地域の方々に提
供しています。各科のカンファレンスも充実してお
り、症例や研究発表、講師を招いての講演会な
ども開催しています。
　当院が力を入れている分野は、成育医療です。
小児科と、NICU、GCUがあります。2009年に
は地域周産期母子医療センターの認可を受け、
地域になくてはならない診療科として信頼を集め
ています。また、小児神経疾患や小児外科での
内視鏡下手術も当院の特色です。
　もう一つの特徴は、身体合併症の精神科があ
ることです。精神科は、国立病院機構からもク
ローズアップされている分野ですので、成育と精
神科に関しては今後も続けていく覚悟で取り組ん
でいます。
　研修については、初期研修、臨床研修で必
要な内科、産婦人科、小児科、精神科がありま
すので、総合的にコモンディジーズを診る病院と
して、最適だと思います。当院で全部面倒を見
るかたちですから、他の病院に行かなくていいの
で、労力の無駄がない。無理もさせません。あら
ゆる診療科を満遍なく、無理なく無駄なく診る。

　福岡県北九州市のほぼ中央に位置し、現在は
区にその名をとどめる小倉。東には足立山を望める。
観光スポットとしては、1995年にオープンした門司
港レトロが有名。明治初期から大正にかけて造ら
れた建物が立ち並ぶ。敷地内には国の重要文化
財である木造の門司港駅舎や九州鉄道記念館、
出光美術館、門司港美術工芸研究所などがあり、
レトロな雰囲気を楽しめる。毎週末にはガイドが小
倉の街を案内する門司港レトロツアーなどもある。
無料のツアーも用意されているので、一度気軽に
参加してみてはどうだろう。
　小倉のシンボルといえば小倉城だ。初期天守の

それが当院の方針です。
　特徴としては、内科に回ってきた時には必ず、
エコー検査を半年間練習してもらうことです。1週
間に1回、放射線科の先生と一緒に行いますが、
半年もすれば、ある程度診られるようになります。
腹部エコーができる。これはとても重要なことだと考
えています。内科、外科、婦人科など、どの科に
行っても役に立つ手技だと思っているからです。
　仕組みの1つとして、各科を回った時に指導医
を1人つけるようにしています。内科だと半年間ま
とめて、昔の総合内科みたいな感じで、循環器
も診れば呼吸器も診て、消化器も同時に診る。
半年は全疾患を診ていきます。分けて診るのでは
なく、いろいろなところを担当して、それぞれの指
導医がいる。病気にはその専門医がつきますが、
トータルとしてもう1人、上に指導医がいるという体
制を取っています。
　研修医の方へのメッセージですが、1年目、2
年目の経験というのは、自分の医師としての大き
な道筋を決めることになるでしょう。手を抜くことな
く、しっかりがんばってください。そして、臨床医
になる人は、これからの時代は患者さんが退院し
た後、どんな生活をするのかというところまで考え
られるような医者になってほしいですね。なかなか
難しいことですし、若い時には理解できないかもし
れません。でも、病気だけを診るのではなく、患
者さんの生活も考えるという視点を是非持ってほし
いと願っています。

Hospital 病院クローズアップ
国立病院機構

「この街にはこの病院があるから住みたい」と
思われるよう、患者さん主体の最適な医療を提供

食べ物が安くて美味しい、そして祭りやイベントの多い街
小倉医療センターのある街

望楼に通じる外観構造「唐造り」の名城として知
られる。その小倉城を中心とする勝山公園は、き
れいに整備された公園で、都会の中のオアシスだ。
図書館や遊具もあり、子どもから年配の方まで楽
しめる市民の憩いの場となっている。勝山公園内
には北九州主審の作家、松本清張記念館もある。
かつて住んでいた家を再現し、生い立ちから作家
活動にいたるまで、さまざまなことがわかる。
　高級料亭から庶民の台所まで、北九州市民の
胃袋を一手に引き受けるのは旦過（たんが）市場。
何でもあるが、おすすめはやはり魚介類。新鮮な
近海物しか置かないという魚屋も多いとか。

■ 所在地
福岡県北九州市小倉南区春ヶ丘10番1号
http://www.kokura-hp.jp

■ 病床数
400床（一般350床、精神50床）

■ 診療科目
内科／精神科／呼吸器内科／消化器内科／循環器内科／小児科／外科
／乳腺外科／消化器外科／整形外科／皮膚科／小児外科／泌尿器科／
産科／婦人科／眼科／耳鼻咽喉科／放射線科／麻酔科

■ 研修の特色
臨床研究に必須な5つの主要診療科をすべて院内に有するバランスのとれ
た総合病院です。将来、どの科を専門にしても役立ち、特定の診療科に偏
らない基礎的で幅広い研修を行います。内科6カ月、外科3カ月の研修は、
専門診療科に細かく分割せず、1人の責任指導医が担当期間を通して1人
の研修医を受け持ち、内科医・外科医としての臨床医の基礎的要素を偏り
なく指導します。

小倉医療センター　ＤＡＴＡ

院長PROFILE
澄井　俊彦（すみい・としひこ）
1980年九州大学医学部卒業。
2000年九州がんセンター消化器内科医長、2007年小倉病院副
院長を経て、2014年小倉医療センター院長に就任。

小倉医療センター

運動訓練室北九州看護大学校（敷地内併設） 新生児センター（NICU、GCU） 救急外来

北潟湖小倉城

5Fナースステーション 訪問看護ステーション
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